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「看護学教育評価検討委員会」 

  

 

1. 構成員 

 １）委員 

内布敦子（委員長 兵庫県立大学） 
北川眞理子（名古屋市立大学）、 高橋眞理（順天堂大学）、 佐々木幾美（日本赤十字看護大学） 
大野かおり（兵庫県立大学）、 江川幸二（神戸市看護大学）、 田中美恵子（東京女子医科大学） 
添田啓子（埼玉県立大学）、 安田貴恵子（長野県看護大学）、 亀井智子（聖路加国際大学） 
柳田俊彦（宮崎大学） 
尚、委員会には文部科学省から斉藤しのぶ看護専門官がオブザーバーとして参加した。 

 

２）協力者 

中野宏恵（兵庫県立大学 助教）一部委員会議事録をお願いした。 

 

2. 趣旨 

平成 28年度の活動趣旨は、前年度の理事会においてコアカリキュラム策定の 1点のみに絞られており、

委員会は、コアカリキュラム策定を目指して具体的に作業を行った。作業は、2011 年度までに文部科学

省先導的大学改革推進委託事業（野嶋、2011）や文部科学省「大学における看護系人材養成の在り方に

関する検討会」（文部科学省、2011）で蓄積されたコアコンピテンシー（以下、到達目標 2011 とする）

を軸として、教育内容を抽出しカリキュラムを構成するという考え方で進められた。途中、2016 年 10

月に文部科学省の「大学における看護系人材養成の在り方に関する検討会」が始まり、モデル・コア・

カリキュラム案の作成が看護教育モデル・コア・カリキュラム策定ワーキンググループによって始まっ

た。本委員会では、「到達目標 2011」に学士課程としての教養部分を付加し、さらに「全人的に対象を

捉える基本応力」の 1群を加え、地域コミュニティに広がる療養の場でのケアの調整を含む看護活動を

意識し 6 群 24 のコンピテンシーとした。これは文部科学省のモデル・コア・カリキュラム策定ワーキ

ングに活用された。文部科学省の作業と歩調を合わせ、JANPU 本委員会の作業の位置づけを検討した。

本委員会は卒業時到達能力に必要な教育内容を抽出したところまで作業を進めていたので、今後、卒業

時到達能力を保証するための教育内容が保証されているかを問う評価基準として作成する方向で活動

することが検討されたが、日本看護学教育認証評価機構（仮称）の作業内容と重複することから、最終

的に平成 29 年度第 1回理事会において、平成 29 年度の 1年間は、コンピテンシーに基づく教育内容を

検討し、より具体的に示していく活動が適切とされた。 

 

3. 活動経過 

＜活動体制と委員会開催＞ 

作業量が膨大であるために効率よく委員会を進めることが難しいと判断し、委員会に提示するたたき台

資料を作成する作業班を委員長を中心に組織した。委員会は 3月末までに 5回開催され、その間、検討

用資料作成のための作業班会議を内布委員長、大野委員、江川委員の 3 名で 5 回（2017 年 3 月末まで）

開催した。（4月以降も神戸会議 1回、委員会 1回を開催している） 
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＜検討内容＞ 

・4 年制大学における看護学教育のコアカリキュラムの概念図に関する検討行い、図１および図２のよ

うにあらわした。図 1の右端に示す実習教育部分を図２に詳細にあらわしている。図 1に示すＢ．ヒュ

ーマンケアの基本に関する実践能力、Ｃ．根拠に基づき看護を計画的に実践する能力、Ｄ．特定の健康

課題に対応する実践応力、Ｅ．ケア環境とチーム体制に関する実践能力、Ｆ．専門職として研鑽し続け

る基本能力の５つの群の能力は「到達目標 2011」で示されたものであり、Ａ．全人的に対象を捉える基

本能力は、本委員会が付加したものである。さらに左端に示した準備教育の部分は高校からの移行教育

及び学士に必要な教養教育として位置づけている。Ａは、看護の対象である人間理解を進めるために新

たに設置した部分であり、1.生物学的存在としての人間理解、2.生活体としての人間理解、3.環境 と

いった要素を学ぶ。対象理解では、発達段階によって異なる健康ニーズを読み取ることができるよう、

小児、成人、老年、母性といった対象の特性を学ぶ。 
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ICT基礎能⼒

Ｆ．専⾨職として研鑽し続ける基本能⼒ （⾃⼰研鑽とキャリアマネジメント, 専⾨性の探究）

1.⽣物学的
存在として
の⼈間理解

2.⽣活体と
しての⼈間
理解

ライフサイクルと
健康

環境と呼応
する⼈間

Ｃ．根拠に基づき看護を計画的に実践する能⼒
1.理論や根拠の活⽤
2.問題解決思考とその活⽤
3.アセスメント（成⻑発達に応じた健康レベル）
4.アセスメント（個⼈と家族の⽣活）
5.アセスメント（地域・学校・職場）
6.看護援助技術

Ｄ．特定の健康課題に対応する実践応⼒
1.健康保持増進と疾病予防
2.急性･回復期にある患者・家族の理解と看護
3.慢性的健康問題をもつ患者・家族の理解と看護
4.エンドオブライフにおける患者・家族の理解と看護
5.精神障がい者と家族の理解と看護

Ｅ．ケア環境とチーム体制に関する実践能⼒
1.看護の質の改善
2.地域ケアの構築と看護
3.安全なケア環境の提供
4.保健医療福祉における連携と協働
5.社会の動向と看護
6.在宅療養者・家族の理解と看護

Ｂ．ヒューマンケアの基本に関する実践能⼒
1.⼈間の尊厳と権利擁護
2.インフォームド・コンセント
3.援助的関係の形成

Ａ．全⼈的に対象を捉える基本能⼒
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図１．コアコンピテンシー（卒業時到達目標）を基盤とした看護学学士課程教育 
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図１．コアコンピテンシー（卒業時到達目標）を基盤とした看護学学士課程教育 
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 図２は、実習部分の詳細を表したものである。ＡからＦまでの 6つの群の能力をすべて統合して実習

が行われることを示している。 

 これらの概念図に沿って、文部科学省先導的大学改革推進委託事業（野嶋、2011）で示された「学士

課程においてコアとなる看護実践能力を基盤とする教育 看護実践能力・卒業時到達目標・教育内容・

学習成果の表を改変する形で資料 1：学士課程におけるコアコンピテンシーと卒業時の到達目標及び教

育内容（例）の表を作成した。作業途中であるがほぼ全容が出ているので報告する。 

 文部科学省から提示されるコアカリキュラムとの混乱がないよう、理事会の議を経て、一旦、コンピ

テンシーを保証する教育内容を評価する評価基準作成へと方向転換を行ったが、平成 29 年第 1 回の理

事会において、再度今後の活動内容が検討され、29 年度は評価基準ではなく「卒業時到達目標（コアコ

ンピテンシー）にもとづく教育内容」について検討することとなった。 

平成 28 年度の活動としては、表１に示すような目次で卒業時到達目標を基盤とした看護学士課程の教

育内容を示す冊子体を作成することとした。教育内容の多くの部分は平成 23 年に報告された「看護系

大学におけるモデル･コア・カリキュラム導入に関する調査（研究代表者：野嶋佐由美）を踏襲し、図

１に示すように「A.全人的に対象を捉える基本能力」を加え、近年の健康問題の動向を加味して、地域

で生活する個人・家族への看護サービス提供を意識した内容とした。現在、最終稿にむけて作業中であ

る。 

 

  

図２．６群のコアコンピテンシー（卒業時到達目標）と実習教育 
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臨地実習からフィードバック
を受け学習が発展する

看
護
学
と
し
て
の
統
合

学
び
の
統
合
を
⽀
え
る

専
⾨
職
と
し
て
の
統
合

発達段階に応じた
看護展開（⼩児・
成⼈・⽼年・⺟
性）

図２．６群のコア・コンピテンシー（卒業時到達目標）と実習教育
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 表 1．卒業時到達目標を基盤とした看護学士課程の教育内容（冊子体として印刷予定） 

目次項目 内容 

まえがき  

Ⅰ．コア・コンピテンシーを基盤とした看護学士

教育の教育内容作成の経緯 
これまでの JANPPU,文部科学省等で取り組んできた、4

年制大学の教育の在り方を概説し、５群 20 のコア・コ

ンピテンシーでコンセンサスを得て、表記方法を開発

し、評価の施行まで行われている現状について述べる。

Ⅱ．コア・コンピテンシーを基盤とした看護学士

の教育内容概要 
・ コア・コンピテンシー（卒業時到達目標）を

基盤とした看護学士課程教育の概要図 

・ 6 群の能力の説明 

・ 卒業時到達目標 

・ 卒業時到達目標を達成するための主な教育内

容 

平成 23 年に「看護系大学におけるモデル･コア・カリ

キュラム導入に関する調査｣が提示されて以降の社会

情勢、健康問題の変化などを説明し、１群を増やして、

コア・コンピテンシーは 20 から 24 に増やしているこ

とを説明する。 

教育内容の構造を概念図として示す。 

卒業時到達目標を示し、目標達成のために必要な教育

内容を示す。 

Ⅲ． 実習教育 
・ ６群のコア・コンピテンシー（卒業時到達目

標）と実習教育の概念図の説明 

看護学教育においては実践科学という性質上、自らの

身体や言語能力、判断能力を使って基本的な看護実践

ができる能力が到達目標として求められるため、講義

だけでなく演習や実習といった教育形態を循環的に活

用することに触れる。 

実習教育については現在別途研究事業が進んでいるこ

とから、概念図を示すにとどめる。 

 

4. 今後の課題 

 今後、文部科学省によってモデルコアカリキュラムが提示され、各大学がそれぞれのカリキュラムを

モデルに合わせて修正し運用するものと思われる。さらに、大学教育のそれぞれの分野には分野別評価

を行うことが求められるが、看護学士課程の分野別評価を担うために日本看護学教育認証評価機構（仮

称）の設置が計画されている。本委員会は、平成 28 年度の活動を持って発展的解消という計画であっ

たが、今後、コンピテンシーに基づく教育内容を示し、各大学が参照できるようにすることが求められ

ている。 

 

5. 資料 

資料１ 
 ・学士課程におけるコア・コンピテンシーと卒業時の到達目標および教育内容(未完成)    

 (平成 22 年度 先導的大学改革推進委託事業の報告書 資料５を改変） 
 
＜引用文献＞ 
・野嶋佐由美（2011）：看護系大学におけるモデル・コア・カリキュラム導入に関する調査研究報告書 
・文部科学省（2011）：大学における看護系人材養成の在り方に関する検討会最終報告書 
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（
１

）
根

拠
に

基
づ

い
た

看
護

を
提

供
す

る
た

め
の

情
報

を
探

索
し

活
用

で
き

る
。

（
２

）
看

護
実

践
に

お
い

て
、

理
論

的
知

識
や

先
行

研
究

の
成

果
を

探
索

し
活

用
で

き
る

。

看
護

に
必

要
な

最
新

情
報

の
探

索

E
B

N
(エ

ビ
デ

ン
ス

･ベ
ー

ス
ド

・
ナ

ー
シ

ン
グ

研
究

成
果

の
活

用

8
）
計

画
的

に
看

護
を

実
践

す
る

能
力

（
１

）
批

判
的

思
考

や
分

析
的

方
法

を
活

用
し

て
、

看
護

計
画

を
立

案
で

き
る

。

（
２

）
問

題
解

決
法

を
活

用
し

、
看

護
計

画
を

立
案

し
展

開
で

き
る

。

（
３

）
実

施
し

た
看

護
実

践
を

評
価

し
、

記
録

で
き

る
。

問
題

解
決

法

看
護

過
程

1
1
）
地

域
の

特
性

と
健

康
課

題
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

す
る

能
力

（
１

）
地

域
の

特
性

や
社

会
資

源
に

関
す

る
資

料
・
健

康
指

標
を

活
用

し
て

、
 地

域
の

健
康

課
題

を
把

握
す

る
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

（
２

）
学

校
や

職
場

な
ど

の
健

康
課

題
を

把
握

す
る

方
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

地
域

に
お

け
る

健
康

ア
セ

ス
メ

ン
ト

看
護

記
録

9
）
健

康
レ

ベ
ル

を
成

長
発

達
に

応
じ

て
ア

セ
ス

メ
ン

ト
す

る
能

力
（
１

）
身

体
的

な
健

康
状

態
ア

セ
ス

メ
ン

ト
で

き
る

。

（
２

）
精

神
的

な
健

康
状

態
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

で
き

る
。

（
３

）
環

境
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

し
、

健
康

状
態

と
の

関
係

を
説

明
で

き
る

。

（
４

）
成

長
発

達
に

応
じ

た
身

体
的

な
変

化
、

心
理

社
会

的
変

化
を

理
解

し
た

う
え

で
、

看
護

の
対

象
と

な
る

人
々

の
健

康
状

態
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

で
き

る
。

身
体

的
な

健
康

ア
セ

ス
メ

ン
ト

精
神

的
な

健
康

ア
セ

ス
メ

ン
ト

1
0
）
個

人
と

家
族

の
生

活
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

す
る

能
力

（
１

）
個

人
の

生
活

を
把

握
し

、
健

康
状

態
と

の
関

連
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

で
き

る
。

（
２

）
家

族
の

生
活

を
把

握
し

、
家

族
員

の
健

康
状

態
と

の
関

連
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

で
き

る
。

個
人

の
生

活
ア

セ
ス

メ
ン

ト

家
族

の
生

活
ア

セ
ス

メ
ン

ト

7
）
根

拠
に

基
づ

い
た

看
護

を
提

供
す

る
能

力
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資
料

１
　

学
士

課
程

に
お

け
る

コ
ア

・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

と
卒

業
時

の
到

達
目

標
お

よ
び

教
育

内
容

(例
) 

  
 (

平
成

2
2
年

度
　

先
導

的
大

学
改

革
推

進
委

託
事

業
の

報
告

書
　

資
料

５
を

改
変

）

群
能

力
看

護
実

践
能

力
（
コ

ア
・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

）
卒

業
時

の
到

達
目

標
（
成

果
）

教
育

内
容

の
大

項
目

（
カ

テ
ゴ

リ
ー

例
）

教
育

内
容

(例
）

□
日

常
生

活
援

助
技

術
（
食

事
、

睡
眠

、
排

泄
、

活
動

、
清

潔
）

□
呼

吸
・
循

環
を

整
え

る
技

術
□

創
傷

管
理

技
術

□
救

命
救

急
処

置
技

術
□

症
状

・
生

体
機

能
管

理
技

術
□

安
楽

の
技

術
□

感
染

予
防

の
技

術
□

安
全

・
事

故
防

止
の

技
術

□
日

常
生

活
習

慣
の

確
立

に
関

わ
る

援
助

技
術

・
セ

ル
フ

ケ
ア

向
上

の
援

助
技

術
□

自
立

支
援

の
援

助
技

術
□

療
養

に
関

す
る

相
談

□
健

康
に

関
す

る
教

育
□

行
動

変
容

を
促

進
す

る
技

術
□

危
機

介
入

□
与

薬
の

技
術

□
薬

物
療

法
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

□
薬

物
療

法
に

対
す

る
患

者
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

の
支

援
人

的
・
物

理
的

環
境

調
整

技
術

□
人

的
・
物

理
的

環
境

調
整

の
技

術
社

会
資

源
の

活
用

□
社

会
資

源
の

活
用

□
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
(H

e
al

th
 p

ro
m

o
ti
o
n
)

□
第

一
次

予
防

、
第

二
次

予
防

、
第

三
次

予
防

□
プ

ラ
イ

マ
リ

ー
ヘ

ル
ス

ケ
ア

□
健

康
診

査
と

健
康

教
育

□
生

涯
発

達
：
人

の
誕

生
、

成
長

、
発

達
、

加
齢

□
次

世
代

育
成

の
た

め
の

環
境

・
制

度
□

妊
娠

・
分

娩
・
産

褥
の

生
理

□
妊

婦
（
ハ

イ
リ

ス
ク

を
含

む
）
・
産

婦
・
褥

婦
へ

の
看

護
援

助
方

法
□

不
妊

へ
の

看
護

援
助

□
胎

児
・
新

生
児

・
乳

幼
児

の
生

理
□

新
生

児
・
乳

幼
児

と
家

族
へ

の
看

護
援

助
方

法
□

母
性

準
備

期
、

母
性

継
承

期
に

あ
る

人
へ

の
看

護
援

助
方

法
□

各
発

達
段

階
の

健
康

課
題

□
次

世
代

育
成

に
向

け
た

取
り

組
み

□
各

発
達

段
階

の
特

徴
に

応
じ

た
看

護
援

助
方

法
□

成
人

期
に

お
け

る
健

康
増

進
、

疾
病

予
防

に
向

け
た

取
り

組
み

□
加

齢
に

伴
う

健
康

課
題

を
抱

え
た

高
齢

者
と

家
族

へ
の

看
護

援
助

方
法

□
健

康
に

影
響

す
る

環
境

と
社

会
的

要
因

の
改

善
□

精
神

保
健

の
第

一
次

予
防

・
第

二
次

予
防

・
第

三
次

予
防

□
精

神
の

健
康

に
関

す
る

啓
発

活
動

□
精

神
障

害
の

早
期

発
見

、
早

期
診

断
・
治

療
□

自
助

組
織

□
地

域
連

携
□

健
康

課
題

に
対

す
る

地
域

の
組

織
的

な
取

り
組

み
□

個
人

・
家

族
・
集

団
へ

の
健

康
教

育
・
相

談
□

保
健

医
療

福
祉

計
画

と
看

護
活

動
□

疾
病

の
診

断
、

検
査

□
異

常
の

早
期

発
見

と
ア

セ
ス

メ
ン

ト

□
治

療
法

（
救

命
救

急
、

手
術

療
法

、
薬

物
療

法
、

放
射

線
療

法
、

精
神

療
法

）
の

種
類

と
効

果

□
救

命
救

急
時

の
処

置
□

手
術

・
麻

酔
に

よ
る

生
体

反
応

、
合

併
症

の
発

症
と

予
防

□
治

療
を

受
け

て
い

る
患

者
へ

の
看

護
援

助
方

法
□

急
激

な
健

康
破

綻
を

き
た

し
た

患
者

の
苦

痛
・
不

安

Ｃ 　 根 拠 に 基 づ き 看 護 を 計 画 的 に 実 践 す

る 能 力

1
2
）
看

護
援

助
技

術
を

適
切

に
実

施
す

る
能

力
（
１

）
身

体
に

働
き

か
け

る
看

護
援

助
技

術
を

理
解

し
、

指
導

の
も

と
で

実
施

で
き

る
。

（
２

）
行

動
変

容
を

促
す

看
護

援
助

技
術

を
理

解
し

、
指

導
の

も
と

で
実

施
で

き
る

。

（
３

）
人

的
・
物

理
的

環
境

に
働

き
か

け
る

看
護

援
助

技
術

を
理

解
し

、
指

導
の

も
と

で
実

施
で

き
る

。

（
４

）
薬

物
療

養
を

理
解

し
、

適
切

に
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

身
体

へ
の

看
護

援
助

技
術

行
動

変
容

を
促

す
看

護
援

助
技

術

薬
物

療
法

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

1
4
）
急

激
な

健
康

破
綻

と
回

復
過

程
に

あ
る

人
々

を
援

助
す

る
能

力

1
3
）
健

康
の

保
持

増
進

と
疾

病
を

予
防

す
る

能
力

（
１

）
健

康
の

保
持

増
進

、
疾

病
予

防
の

た
め

に
必

要
な

看
護

援
助

を
指

導
の

も
と

に
実

施
で

き
る

。

（
２

）
人

の
誕

生
か

ら
成

長
、

発
達

、
加

齢
ま

で
の

生
涯

発
達

の
視

点
を

理
解

し
、

各
発

達
段

階
に

お
け

る
健

康
の

保
持

増
進

、
疾

病
予

防
の

た
め

に
必

要
な

看
護

援
助

方
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

（
３

）
妊

娠
・
出

産
・
育

児
に

か
か

わ
る

看
護

援
助

方
法

を
指

導
の

も
と

に
実

施
で

き
る

 。

（
４

）
個

人
特

性
及

び
地

域
特

性
に

対
応

し
た

健
康

環
境

づ
く
り

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

（
５

）
地

域
精

神
保

健
活

動
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

（
６

）
健

康
課

題
に

関
連

す
る

政
策

と
保

健
活

動
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

健
康

保
持

増
進

と
疾

病
予

防

次
世

代
育

成
に

向
け

た
取

り
組

み

妊
娠

･出
産

・
育

児
期

母
児

（
子

）
と

そ
の

家
族

の
理

解
と

看
護

個
人

特
性

・
集

団
特

性
に

応
じ

た
健

康
環

境
づ

く
り

域
精

神
保

健
活

動
（
個

人
・
家

族
・
地

域
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
）

健
康

課
題

に
関

す
る

政
策

と
保

健
活

動

急
性

期
の

治
療

を
受

け
る

患
者

・
家

族
へ

の
援

助

（
1
）
急

激
な

健
康

破
綻

を
き

た
す

疾
患

・
病

態
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

し
、

基
本

的
な

看
護

援
助

方
法

が
実

施
で

き
る

。

（
2
）
急

激
な

健
康

破
綻

に
よ

り
重

篤
な

状
態

に
陥

っ
た

患
者

の
病

態
を

理
解

し
、

基
本

的
な

看
護

援
助

方
法

が
説

明
で

き
る

。

（
3
）
心

理
的

危
機

状
況

に
あ

る
患

者
・
家

族
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
看

護
援

助
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

急
激

な
健

康
破

綻
を

き
た

す
代

表
的

疾
患

・
病

態
に

関
す

る
医

学
的

内
容

Ｄ 　 特 定 の 健 康 課 題 に 対 応 す る 実 践 能 力
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資
料

１
　

学
士

課
程

に
お

け
る

コ
ア

・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

と
卒

業
時

の
到

達
目

標
お

よ
び

教
育

内
容

(例
) 

  
 (

平
成

2
2
年

度
　

先
導

的
大

学
改

革
推

進
委

託
事

業
の

報
告

書
　

資
料

５
を

改
変

）

群
能

力
看

護
実

践
能

力
（
コ

ア
・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

）
卒

業
時

の
到

達
目

標
（
成

果
）

教
育

内
容

の
大

項
目

（
カ

テ
ゴ

リ
ー

例
）

教
育

内
容

(例
）

□
周

手
術

期
に

あ
る

患
者

と
家

族
へ

の
看

護
援

助
方

法
□

化
学

療
法

、
放

射
線

療
法

を
受

け
て

い
る

患
者

へ
の

看
護

援
助

方
法

□
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
状

況
に

あ
る

患
者

と
家

族
へ

の
看

護
援

助
方

法
□

危
機

理
論

□
精

神
的

危
機

状
態

に
あ

る
患

者
と

家
族

へ
の

看
護

援
助

方
法

□
心

身
の

回
復

状
況

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

回
復

遷
延

時
の

患
者

の
心

身
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

□
健

康
回

復
段

階
に

あ
る

患
者

の
家

族
の

心
理

、
ボ

デ
ィ

イ
メ

ー
ジ

の
変

容
の

ア
セ

ス
メ

ン
□

早
期

回
復

を
促

す
看

護
援

助
方

法
□

患
者

の
生

活
状

況
に

応
じ

た
生

活
の

再
構

築
援

助
□

患
者

の
障

害
に

応
じ

た
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
基

本
的

援
助

□
回

復
に

向
け

て
の

意
欲

が
も

て
る

援
助

方
法

□
回

復
遷

延
時

に
必

要
な

患
者

へ
の

看
護

援
助

□
慢

性
・
非

可
逆

的
疾

患
の

病
態

と
症

状
□

疾
病

の
診

断
と

検
査

法
□

診
療

に
伴

う
援

助
技

術
□

合
併

症
の

予
防

と
早

期
発

見
□

急
性

増
悪

や
増

悪
進

行
の

予
防

□
治

療
法

（
薬

物
療

法
、

放
射

線
療

法
、

精
神

療
法

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

）
の

種
類

と
効

□
症

状
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

疾
病

管
理

□
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
(C

o
m

pl
ia

n
c
e
)か

ら
治

療
へ

の
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

□
慢

性
・
非

可
逆

的
疾

患
が

生
活

に
及

ぼ
す

影
響

□
慢

性
・
非

可
逆

的
疾

患
が

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
に

及
ぼ

す
影

響
□

自
己

管
理

へ
の

看
護

援
助

方
法

□
セ

ル
フ

ケ
ア

行
動

の
獲

得
・
維

持
□

ス
ト

レ
ス

へ
の

前
向

き
な

対
処

(S
tr

e
ss

 c
o
pi

n
g)

□
患

者
教

育
・
家

族
教

育
□

障
害

と
と

も
に

生
き

る
こ

と
□

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
・
機

能
障

害
の

改
善

□
ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
サ

ポ
ー

ト
（
S
o
c
ia

l 
su

pp
o
rt

）
、

社
会

資
源

□
家

族
支

援
□

患
者

会
、

家
族

会
、

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

□
慢

性
・
非

可
逆

的
健

康
問

題
を

有
す

る
患

者
と

家
族

へ
の

精
神

的
援

助
エ

ン
ド

オ
ブ

ラ
イ

フ
期

の
身

体
、

心
理

、
社

会
的

状
況

を
理

解
し

て
包

括
的

に
対

象
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

す
る

技
術

□
エ

ン
ド

オ
ブ

ラ
イ

フ
期

に
あ

る
人

の
心

身
の

苦
痛

□
緩

和
ケ

ア
□

身
体

機
能

低
下

へ
の

看
護

援
助

方
法

□
エ

ン
ド

オ
ブ

ラ
イ

フ
期

の
症

状
緩

和
□

疼
痛

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

□
安

楽
の

提
供

□
死

の
受

容
過

程
□

悲
嘆

と
受

容
□

看
取

る
家

族
へ

の
援

助
エ

ン
ド

オ
ブ

ラ
イ

フ
を

支
え

る
チ

ー
ム

体
制

の
理

解
と

役
割

遂
行

□
エ

ン
ド

オ
ブ

ラ
イ

フ
期

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
死

別
後

の
悲

嘆
過

程
へ

の
援

助
□

在
宅

で
の

看
取

り
の

た
め

の
体

制
づ

く
り

□
在

宅
療

養
者

と
家

族
が

生
活

す
る

環
境

□
在

宅
療

養
者

と
家

族
へ

の
看

護
展

開

□
多

様
な

健
康

課
題

に
対

応
す

る
看

護
（
小

児
・
精

神
・
認

知
症

・
慢

性
疾

患
・
難

病
・
障

害
・
が

ん
・
疼

痛
緩

和
・
エ

ン
ド

オ
ブ

ラ
イ

フ
期

・
在

宅
で

の
看

取
り

）

□
在

宅
療

養
者

と
家

族
の

セ
ル

フ
ケ

ア
能

力
の

維
持

・
向

上
の

た
め

の
看

護
□

介
護

予
防

と
自

立
支

援
□

生
活

の
再

構
築

を
支

え
る

看
護

□
在

宅
医

療
の

理
解

と
看

護
□

在
宅

で
の

医
療

的
ケ

ア
と

看
護

在
宅

療
養

者
と

家
族

の
理

解
と

看
護

1
7
)在

宅
療

養
者

と
家

族
を

支
援

す
る

能
力

Ｄ 　 特 定 の 健 康 課 題 に 対 応 す る 実 践 能 力

1
6
）
エ

ン
ド

オ
ブ

ラ
イ

フ
期

に
あ

る
人

々
を

援
助

す
る

能
力

（
１

）
 在

宅
看

護
の

特
徴

と
在

宅
で

生
活

す
る

療
養

者
と

家
族

の
多

様
な

状
況

を
理

解
し

、
在

宅
療

養
の

環
境

を
踏

ま
え

て
ア

セ
ス

メ
ン

ト
で

き
る

。

（
２

）
 療

養
者

と
家

族
の

意
思

を
尊

重
し

な
が

ら
、

基
本

的
な

看
護

技
術

を
実

施
で

き
る

。

（
１

）
慢

性
・
非

可
逆

的
健

康
問

題
を

有
す

る
 患

者
と

家
族

の
状

態
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

し
、

疾
病

管
理

に
向

け
た

看
護

援
助

方
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

（
２

）
慢

性
・
非

可
逆

的
健

康
問

題
を

有
す

る
患

者
と

家
族

を
理

解
し

、
療

養
生

活
の

看
護

援
助

方
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

（
３

）
慢

性
・
非

可
逆

的
健

康
問

題
を

有
す

る
患

者
と

家
族

が
地

域
で

生
活

で
き

る
よ

う
、

社
会

資
源

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

慢
性

・
非

可
逆

的
健

康
問

題
を

も
つ

患
者

・
家

族
の

理
解

と
疾

病
管

理

慢
性

・
非

可
逆

的
健

康
問

題
を

も
つ

患
者

・
家

族
の

理
解

と
療

養
生

活
支

援

慢
性

・
非

可
逆

的
健

康
問

題
を

有
す

る
患

者
と

家
族

の
生

活
を

支
え

る
社

会
資

源
の

活
用

1
5
）
慢

性
・
非

可
逆

的
健

康
問

題
を

有
す

る
人

々
を

援
助

す
る

能
力

（
続

き
）

1
4
）
急

激
な

健
康

破
綻

と
回

復
過

程
に

あ
る

人
々

を
援

助
す

る
能

力

心
理

的
危

機
に

あ
る

患
者

・
家

族
へ

の
援

助

（
続

き
）
急

性
期

の
治

療
を

受
け

る
患

者
・
家

族
へ

の
援

助
（
4
）
回

復
過

程
に

あ
る

患
者

・
家

族
の

心
身

の
状

況
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

し
、

他
職

種
連

携
の

も
と

で
の

早
期

か
ら

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
通

し
て

、
回

復
を

促
進

す
る

た
め

の
基

本
的

な
看

護
援

助
方

法
が

実
施

で
き

る
。

回
復

段
階

に
あ

る
患

者
・
家

族
の

心
身

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト

回
復

状
況

に
応

じ
た

看
護

援
助

方
法

（
１

）
エ

ン
ド

オ
ブ

ラ
イ

フ
期

に
あ

る
患

者
を

総
合

的
・
全

人
的

に
理

解
し

、
そ

の
人

ら
し

さ
を

支
え

る
看

護
援

助
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

（
２

）
エ

ン
ド

オ
ブ

ラ
イ

フ
期

で
の

治
療

を
理

解
し

、
苦

痛
の

緩
和

方
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

（
３

）
看

取
り

を
す

る
家

族
の

援
助

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

エ
ン

ド
オ

ブ
ラ

イ
フ

期
の

症
状

緩
和

技
術

エ
ン

ド
オ

ブ
ラ

イ
フ

期
の

患
者

家
族

の
心

理
的

支
援

技
術
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資
料

１
　

学
士

課
程

に
お

け
る

コ
ア

・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

と
卒

業
時

の
到

達
目

標
お

よ
び

教
育

内
容

(例
) 

  
 (

平
成

2
2
年

度
　

先
導

的
大

学
改

革
推

進
委

託
事

業
の

報
告

書
　

資
料

５
を

改
変

）

群
能

力
看

護
実

践
能

力
（
コ

ア
・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

）
卒

業
時

の
到

達
目

標
（
成

果
）

教
育

内
容

の
大

項
目

（
カ

テ
ゴ

リ
ー

例
）

教
育

内
容

(例
）

□
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

機
能

□
在

宅
看

護
の

特
徴

を
踏

ま
え

た
技

術
□

在
宅

療
養

者
と

家
族

の
権

利
保

障
□

在
宅

看
護

に
お

け
る

安
全

の
確

保
□

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
運

営

□
介

護
保

険
法

な
ど

高
齢

者
や

障
が

い
児

・
者

の
健

康
と

生
活

を
保

障
す

る
た

め
の

制
度

（
1
）
病

院
の

機
能

分
化

と
在

宅
移

行
（
2
）
療

養
場

所
移

行
を

支
え

る
チ

ー
ム

ケ
ア

（
3
）
在

宅
移

行
支

援
と

看
護

（
4
）
退

院
調

整
看

護
師

の
役

割
□

保
健

医
療

福
祉

制
度

と
法

律
□

看
護

の
機

能
□

組
織

論
□

看
護

の
組

織
□

看
護

体
制

□
看

護
ケ

ア
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

□
看

護
と

経
営

□
情

報
管

理
シ

ス
テ

ム
□

看
護

の
質

評
価

□
看

護
の

費
用

対
効

果
□

看
護

活
動

の
 P

D
C

A
 サ

イ
ク

ル
□

地
域

組
織

活
動

□
集

団
の

形
成

・
発

達
□

自
立

・
自

律
支

援
□

個
人

・
集

団
・
組

織
と

の
調

整
□

ケ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く
り

□
支

援
シ

ス
テ

ム
の

構
築

□
地

域
ケ

ア
に

関
わ

る
医

療
政

策
□

地
域

ケ
ア

の
体

制
づ

く
り

□
健

康
危

機
発

生
時

の
緊

急
対

応
□

心
的

外
傷

後
ス

ト
レ

ス
障

害
□

災
害

看
護

活
動

□
被

災
者

に
対

す
る

安
全

な
環

境
□

健
康

危
機

へ
の

備
え

□
有

害
事

象
の

予
防

（
転

倒
・
転

落
な

ど
の

事
故

、
褥

瘡
な

ど
）

□
医

療
に

よ
る

健
康

被
害

（
薬

害
を

含
む

）
□

イ
ン

シ
デ

ン
ト

（
ヒ

ヤ
リ

・
ハ

ッ
ト

）
レ

ポ
ー

ト
□

リ
ス

ク
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
□

安
全

文
化

の
形

成
□

安
全

性
の

基
準

□
医

療
事

故
の

現
状

と
課

題
□

医
療

安
全

対
策

□
医

療
器

具
・
医

薬
品

管
理

の
安

全
対

策
□

感
染

防
止

対
策

□
標

準
予

防
策

(S
ta

n
da

rd
 p

re
c
au

ti
o
n
)

□
チ

ー
ム

医
療

□
保

健
医

療
保

健
福

祉
チ

ー
ム

員
の

専
門

性
と

相
互

の
尊

重
□

チ
ー

ム
の

中
で

の
看

護
専

門
職

の
役

割
□

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
□

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
□

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
の

運
営

方
法

□
情

報
の

共
有

（
続

き
）
在

宅
療

養
者

と
家

族
の

理
解

と
看

護

（
続

き
）

1
7
)在

宅
療

養
者

と
家

族
を

支
援

す
る

能
力

Ｄ 　 特 定 の 健 康 課 題 に 対

応 す る 実 践 能 力

Ｅ 　 ケ ア 環 境 と チ ー ム 体 制 に 関 す る 実 践 能 力

個
人

･集
団

・
組

織
と

の
連

携
に

よ
る

地
域

ケ
ア

地
域

に
お

け
る

健
康

危
機

管
理

対
策

2
0
）
安

全
な

ケ
ア

環
境

を
提

供
す

る
能

力1
8
）
保

健
医

療
福

祉
に

お
け

る
看

護
活

動
と

看
護

ケ
ア

の
質

を
改

善
す

る
能

力

（
１

）
保

健
医

療
福

祉
に

お
け

る
看

護
の

機
能

と
看

護
活

動
の

在
り

方
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。

（
２

）
看

護
の

質
の

管
理

及
び

改
善

へ
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

看
護

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
仕

組
み

と
組

織

看
護

サ
ー

ビ
ス

の
質

管
理

1
9
）
地

域
ケ

ア
の

構
築

と
看

護
機

能
の

充
実

を
図

る
能

力

感
染

防
止

対
策

（
３

）
 在

宅
で

展
開

さ
れ

る
看

護
だ

け
で

な
く
、

施
設

か
ら

在
宅

あ
る

い
は

施
設

、
ま

た
は

在
宅

か
ら

施
設

に
継

ぎ
目

な
く
移

行
す

る
た

め
の

看
護

の
役

割
と

機
能

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

自
主

グ
ル

ー
プ

育
成

と
地

域
組

織
活

動
推

進

チ
ー

ム
医

療
に

お
け

る
看

護
の

役
割

（
１

）
チ

ー
ム

医
療

に
お

け
る

看
護

及
び

他
職

種
の

役
割

を
理

解
し

、
対

象
者

を
中

心
と

し
た

連
携

と
協

働
の

あ
り

方
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

（
２

）
保

健
医

療
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

継
続

性
を

保
障

す
る

た
め

に
チ

ー
ム

間
の

連
携

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

2
1
）
保

健
医

療
福

祉
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

協
働

し
連

携
す

る
能

力

療
養

場
所

を
移

行
す

る
患

者
と

家
族

の
理

解
と

看
護

（
１

）
安

全
な

ケ
ア

を
チ

ー
ム

と
し

て
組

 織
的

に
提

供
す

る
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

（
２

）
感

染
防

止
対

策
に

つ
い

て
理

解
し

、
 必

要
な

行
動

を
と

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
３

）
医

療
事

故
防

止
対

策
に

つ
い

て
理

解
し

、
そ

の
た

め
に

必
要

な
行

動
を

と
る

こ
と

が
で

き
る

。

医
療

安
全

管
理

組
織

的
医

療
安

全
管

理

（
１

）
自

主
グ

ル
ー

プ
の

育
成

、
地

域
組

織
活

動
の

促
進

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

（
２

）
個

人
・
集

団
・
組

織
と

連
携

し
て

、
地

域
ケ

ア
を

構
築

す
る

方
法

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

（
３

）
地

域
に

お
け

る
健

康
危

機
管

理
及

び
そ

の
対

策
に

関
わ

る
看

護
職

の
役

割
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
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資
料

１
　

学
士

課
程

に
お

け
る

コ
ア

・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

と
卒

業
時

の
到

達
目

標
お

よ
び

教
育

内
容

(例
) 

  
 (

平
成

2
2
年

度
　

先
導

的
大

学
改

革
推

進
委

託
事

業
の

報
告

書
　

資
料

５
を

改
変

）

群
能

力
看

護
実

践
能

力
（
コ

ア
・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

）
卒

業
時

の
到

達
目

標
（
成

果
）

教
育

内
容

の
大

項
目

（
カ

テ
ゴ

リ
ー

例
）

教
育

内
容

(例
）

□
継

続
看

護
□

在
宅

医
療

と
社

会
制

度
□

在
宅

医
療

推
進

と
看

護
活

動
□

保
健

医
療

福
祉

機
関

の
連

携
・
協

働
□

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

□
家

族
を

含
め

た
対

象
者

中
心

の
連

携
□

退
院

支
援

・
退

院
調

整
□

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

□
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
と

の
連

携
□

地
域

保
健

・
産

業
保

健
・
学

校
保

健
と

の
連

携
□

在
宅

療
養

を
支

え
る

制
度

□
在

宅
療

養
者

と
家

族
を

支
え

る
様

々
な

サ
ポ

ー
ト

と
の

連
携

と
協

働
□

地
域

包
括

ケ
ア

の
推

進
と

看
護

□
人

口
構

成
と

疾
病

構
造

□
保

健
医

療
福

祉
の

歴
史

と
看

護
□

保
健

医
療

福
祉

に
関

す
る

基
本

的
統

計
□

保
健

統
計

や
歴

史
を

踏
ま

え
た

看
護

の
展

望
□

看
護

行
政

と
看

護
制

度
□

医
療

保
険

制
度

□
診

療
報

酬
制

度
□

介
護

保
険

制
度

□
障

害
者

福
祉

制
度

□
国

際
看

護
活

動
□

グ
ロ

ー
バ

リ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

・
国

際
化

の
動

向
看

護
職

と
し

て
の

発
展

の
展

望
□

看
護

職
と

し
て

の
発

展
の

方
向

性
□

看
護

の
振

り
返

り
(R

e
fl
e
c
ti
o
n
)の

方
法

□
自

己
洞

察
□

役
割

モ
デ

ル
の

活
用

□
批

判
的

分
析

力
□

論
理

的
思

考
□

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
（
情

報
活

用
力

）
□

研
究

方
法

の
活

用
□

自
己

教
育

力
□

キ
ャ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

□
生

涯
学

習
と

そ
の

機
会

□
看

護
の

定
義

と
そ

の
歴

史
□

看
護

学
の

歴
史

と
発

展
過

程
□

医
療

の
歴

史
□

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
□

看
護

職
能

団
体

と
そ

の
活

用
□

看
護

政
策

□
保

健
師

助
産

師
看

護
師

法
□

看
護

実
践

の
範

囲
・
資

格
・
法

律
□

看
護

実
践

と
研

究
の

連
動

と
発

展

（
続

き
）

2
1
）
保

健
医

療
福

祉
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

協
働

し
連

携
す

る
能

力

（
３

）
地

域
包

括
ケ

ア
を

推
進

す
る

必
要

性
を

理
解

し
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

説
明

す
る

と
と

も
に

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

中
の

看
護

の
役

割
と

機
能

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

Ｅ 　 ケ ア 環 境 と チ ー ム 体 制 に 関 す る 実 践 能 力

（
１

）
看

護
専

門
職

の
専

門
性

を
発

展
さ

せ
て

い
く
重

要
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

専
門

性
の

探
究

2
2
）
社

会
の

動
向

を
踏

ま
え

て
看

護
を

創
造

す
る

た
め

の
基

礎
と

な
る

能
力

（
１

）
疾

病
構

造
の

変
遷

、
疾

病
対

策
、

医
療

対
策

の
動

向
と

看
護

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

（
２

）
社

会
の

変
革

の
方

向
を

理
解

し
、

看
護

を
発

展
さ

せ
て

い
く
こ

と
の

重
要

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

（
３

）
グ

ロ
ー

バ
リ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
・
国

際
化

の
動

向
に

お
け

る
看

護
の

在
り

方
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。

保
健

･医
療

･福
祉

制
度

や
社

会
の

動
向

グ
ロ

ー
バ

リ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

・
国

際
化

の
動

向

Ｆ  専 門 職 と し て 研 鑽 し 続 け る 基 本 能 力

2
3
）
生

涯
に

わ
た

り
継

続
し

て
専

門
的

能
力

を
向

上
さ

せ
る

能
力

（
１

）
日

々
の

自
己

の
看

護
を

振
り

返
り

、
自

己
の

課
題

に
取

り
組

む
重

要
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

（
２

）
専

門
職

者
と

し
て

生
涯

に
わ

た
り

学
習

し
続

け
、

成
長

し
て

い
く
た

め
に

自
己

を
評

価
し

管
理

し
て

い
く
 重

要
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

自
己

研
鑽

キ
ャ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
4
）
看

護
専

門
職

と
し

て
の

価
値

と
専

門
性

を
発

展
さ

せ
る

能
力

在
宅

医
療

の
推

進
と

看
護

の
役

割

多
職

種
協

働
と

連
携

地
域

包
括

ケ
ア

と
看

護


	表紙1(納品用)
	H28報告書
	表紙4(納品用)



